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全国薬局　開業ランキング

レポート ver2
〜2025年7月〜12月・過去3年間比較〜

＜調査方法＞
行政からの開業情報をもとに、
Review独自のクレンジングをおこなったデータより算出

【備忘】

・年間折れ線グラフx５年分
　Lピーク月間に傾向はあるか？
　L5年間で変化はあるか？特にコロナ後

・コロナ補助金などの制度の変更/終了あった
か？
　Lその影響はあるか？

・薬局、薬剤師のためのニュースメディア
https://pnb.jiho.jp/

・薬局店舗数ランキング

・ドラッグストアの「スーパーマーケット化」
　L生鮮も売ってる（肉、野菜、果物）

・5年比較：2024年に大幅に減少し2025年では回
復→なぜ？

https://pnb.jiho.jp/
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全国薬局　開業ランキング

2025年７月〜１２月



4位
愛知県

全国薬局開業ランキング

薬局開業全国TOP5/2025年7月〜12月

全国の薬局業界では、医薬分業の進展や高齢化の進行に伴い、外来

調剤に加えて在宅医療や地域包括ケアへの対応が求められるなど、

薬局の役割は年々高度化しています。

特に都市部では医療モールや再開発エリアを中心とした開業が進む

一方、地方や中核都市では地域密着型・在宅対応型の薬局の重要性

が高まっています。

本レポートでは、2025年の開業動向をもとに、調剤薬局市場の最新

トレンドと地域特性を整理し、今後の事業戦略の一助となる情報を提

供します。

4

1位
東京都

2位
大阪府

4位
愛知県

3位
福岡県

5位
埼玉県

2025年7月〜12月の全国の薬局開業数ランキングを発表いたします。

トップ5には、以下の都道府県がランクインしています。

1位
東京都

1位　東京都（265件）
再開発エリアや大型医療モールを中心に医
療機関との高い連携性を前提とした薬局が
増加。外来調剤に加え、在宅医療対応や専
門特化型の機能を持つ薬局の展開も進む。

2位
大阪府

2位　大阪府（207件）
都市部の診療所集積エリアや医療モール周
辺での出店が活発で、処方箋応需力を重視
した薬局展開が特徴。競争環境の中で、在
宅医療や地域連携機能の強化も進行。

3位
千葉県

3位　福岡県（159件）
九州の医療拠点として、都市部を中心に安
定した開業が継続。基幹病院やクリニックと
の連携に加え、在宅医療対応や地域密着型
サービスを強化する薬局が増加している。

4位　愛知県（146件）
名古屋市を中心に医療モール併設型の
開業が目立ち、広域からの患者流入を
背景にした出店が進行。外来対応と
在宅医療の両立を図る薬局運営が
求められている。

5位
埼玉県

5位　埼玉県（121件）
人口増加エリアを中心に新規開業が
続き、クリニック門前や医療モール型の
薬局が増加。首都圏ベッドタウン
として、外来調剤と在宅対応の双方に
対応する体制構築が進んでいる。3位

福岡県



全国薬局開業ランキング

2025年7月〜12月　全国開業件数 2,175件

5

2025年7月〜12月の全国の薬局開業数ランキングは以下のような結果となりました。

全国薬局開業ランキング

2025年下半期の薬局開業は、東京都・大阪府を中心とした大都市圏に引き続き集中し、

都市部主導の構造が鮮明となりました。

一方で、地方中核都市でも一定数の開業が見られ、地域ごとの需要に応じた分散的な出店動向が

続いています。



薬局開業2,175件　なぜ開業は都市に集中するのか

6

2025年下半期の薬局開業は、東京都・大阪府・福岡県など

大都市圏を中心に引き続き高水準で推移し、人口集積地にお

ける出店ニーズの強さが改めて確認されました。

特に、上位10都道府県だけで1,338件、全体の61.52%を

占め、「全国に均等に開業が広がった」というより、「少数の上

位県に強く集中した」構図を示しています。

この結果は、制度改革や社会課題の影響を強く受けたと言え

ます。本章では、近年の政策動向や医療環境の変化との関係

性を整理します。

■ 社会課題・政策動向との接続

　　高齢化と在宅医療の拡大

上位10都道府県で全体の6割以上を占める一方、下位県は極めて小規模にとどまり、開業の地域差が

顕著となっています。高齢化の進行により在宅医療の重要性は全国的に高まっていますが、地方では

需要があっても供給体制の拡張が進みにくい構造が示唆されます。

全国薬局開業ランキング

　　医療DX（電子処方箋・オンライン対応）の進展

開業件数の半数以上が一部の上位都市に集中しており、一定規模の市場に出店が偏る傾向が見られま

す。電子処方箋やオンライン服薬指導の普及が進む中、初期投資や運用体制を確保しやすい都市部が、

新規開業の受け皿となっている可能性があります。

　　調剤報酬改定と薬局機能の高度化

上位県とそれ以外の間には明確な件数差があり、開業環境に大きな格差が存在します。近年の報酬改

定では在宅対応や夜間対応など機能評価が強化されており、新規開業においても単なる立地だけで

なく、複合的な機能を実装できる地域に出店が集中していると考えられます。

　　薬剤師偏在と地域医療再編

下位20県の合計が上位2都府県を下回るなど、供給の偏在が明確です。薬剤師確保や医療提供体制

の再編が課題とされる中、地方では新規開業の拡大よりも、既存資源の維持・再配置が重視される局

面にあるとみられます。



薬局は単に薬を渡す場所ではなく、地域の医療を支える拠点としての役割がより重視されました。

具体的には、医療機関との連携や医薬品の安定供給など、“地域インフラとしての機能”が評価され

る仕組みに変更されています。

これからの薬局の役割　調剤中心から地域医療へ

7

全国薬局開業ランキング

❶ 地域医療を支える「拠点」としての役割強化

高齢化の進展に伴い、自宅で医療を受ける患者が増加しています。

これに対応するため、訪問薬剤管理などの在宅業務が強化され、在宅対応できる薬局ほど評価さ

れる構造になりました。

❷ 在宅医療（訪問対応）の評価強化

このように、2024年の調剤報酬改定は、医療・介護・障害の同時見直しとなる「トリプル改定」として

実施され、薬局の役割に大きな変化をもたらしました。今回の改定では、地域医療を支える拠点とし

ての機能や在宅医療対応、かかりつけ薬局としての継続的な患者対応が重視されており、従来の調剤

中心のビジネスモデルからの転換が求められています。こうした制度変更は、新規開業のあり方にも

影響を与え、機能強化型の薬局開設が進む要因となっています。

「調剤報酬改定」とは

調剤報酬改定とは、薬局が受け取る報酬（＝収益のルール）を見直す制度で、原則2年に1度行われま

す。2024年は医療・介護・障害の制度が同時に見直される「トリプル改定」であり、薬局業界にとって

も大きな転換点となりました。

今回の改定のポイントとして、下記の３点があげられます。

患者一人ひとりに継続的に関わる「かかりつけ薬剤師・薬局」の役割が重視されました。

単なる調剤だけでなく、服薬管理や健康相談など、人を中心としたサービス提供への転換が求めら

れています。

❸ 「かかりつけ薬局」機能の強化

【タイトル案】
薬局は「量より質」へ
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全国薬局　年間開業数比較

過去5年間



全国薬局　年間開業数比較　2021年〜2025年

9

次に、2021年からの5年間における薬局の開業推移を見ていきます。

全国薬局　年間開業数比較　過去5年間

２０２４年に大幅な減少が見られたものの、2025年には過去５年間では最大の開業数となりました。

これは、上半期の時点での予測から大きく上振れた結果となっています。

2025年は過去と比較して、どのような動きがあったのでしょうか。

次ページより、詳しく見ていきます。

【注釈】前回レポートから更新された情報もあります



秋に集中した開業ラッシュの背景とは
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まず、医療モールや再開発案件の竣工時期が下半期に集中した点が挙げられます。近年は商業施設

や駅前再開発と連動した医療モールの開発が増加しており、これらは複数の医療機関と薬局が同時

全国薬局　年間開業数比較　過去5年間

2025年9〜10月の開業件数は、過去4年間の平均と比較して大幅に増加しています。9月は過去平

均260件に対して476件と約1.8倍、10月も同様に約1.6倍の水準となっており、例年の季節性か

ら大きく乖離した動きが確認されます。また、前年比でも9月は+294件、10月は+240件と顕著な

増加となっており、単なる変動ではなく構造的な要因による押し上げである可能性が高いと考えられ

ます。その要因を探っていきましょう。

■ 医療モール・再開発案件の集中

【過去5年比較】　薬局　月別開業数の推移

件

数

月

さらに、過去5年間における、薬局開業数の月次推移を見てみましょう。

に開業する構造を持っています。

それを裏付けるデータとして、左

は、医療施設の開業数推移を示し

ており、2025年の8〜9月に例

年にない伸びを記録しています。

そのため、施設の開業時期に合わ

せて薬局も一斉に開設され、特定

の月に件数が集中したという特

徴があります。

件
数

月

年

【病院＆診療所】2023年〜2025年　月別開業数の推移

引用元：株式会社Review「全国医療施設　開業ランキング　レポート ver3」



秋に集中した開業ラッシュの背景とは
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全国薬局　年間開業数比較　過去5年間

さらに、2024年の調剤報酬改定の影響が挙げられます。同改定では在宅医療や地域連携、医療DX

対応など薬局機能の高度化が求められており、新規開業においてもこれらを前提とした設計が必要と

なりました。一般的に開業準備には一定期間を要することから、改定内容を踏まえた新規出店が

2025年後半に集中した可能性が高いと考えられます。

■ 2024年調剤報酬改定の影響

2025年9〜10月の開業数を前年と比較すると、福岡県が+93件（+517%）と突出した伸びを示し

ており、今回の急増を象徴する動きとなっています。また、東京都・大阪府といった大都市圏でもそれ

ぞれ+50件前後の増加が確認されており、絶対数ベースでの市場拡大を牽引しています。さらに、兵

庫県や千葉県、静岡県などでも大幅な増加が見られ、都市圏に隣接する中核エリアでも開業が活発化

している点が特徴です。

■ 9〜10月の急増を牽引した都道府県

【2025年9〜10月 開業数伸長 上位都道府県】

算出方法：「増加数」および「伸び率」の双方が高水準の都道府県

※極端に母数が小さい県（例：1→5件など）は参考扱いとし、総合的に評価

これらの結果から、2025年の開業増加は一部地域に限定されたものではなく、都市圏を中心としつ

つも、その周辺エリアへ波及する形で広がった構造と考えられます。特に、再開発や医療モール開業の

影響を受けやすいエリアにおいて、開業が集中した可能性が高いといえます。
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【コラム】薬局の「スーパーマーケット化」
〜調剤拠点から生活拠点へ〜



◆ 売場と機能の複層化が示す業態転換

なぜ今、薬局は“生活拠点化”しているのか
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薬局の役割とは従来、医療機関の近くで処方箋に応じて薬

を渡す「門前の調剤所」としての機能が中心でしたが、現在

は地域住民の健康や日常生活を支える「地域の拠点」へと

広がっています。

この流れは、厚生労働省が2015年に示した「患者のため

の薬局ビジョン」にも表れており、「門前」から「かかりつ

け」、さらに「地域」へと役割を拡大していく方針が打ち出さ

れました。

また、薬局の運営形態にも変化が見られます。20店舗以上

を展開する法人薬局の割合は、2013年の17.6％から

2021年には38.9％まで上昇しており、チェーン化や運

営の標準化が進んでいます。

一方で、薬局の総数自体は緩やかな増加にとどまっていま

す。2014年度末の57,784施設から2024年度末には

63,203施設へと増えていますが、その伸びは約9.4％で

す。

つまり、変化の本質は店舗数の増加ではなく、薬局の中で

提供されるサービスや売り場の内容が多様化している点に

あるといえます。

【コラム】薬局の「スーパーマーケット化」

調剤拠点から生活拠点へ——

近年、日本の保険適用薬局は、調剤機能を中核としながらも、その業態を大きく拡張しつつあります。

とりわけ注目されるのが、生鮮食品や日配品といった生活必需品の取り扱い拡大です。従来、医薬品提

供の場として位置づけられてきた薬局が、なぜ食品領域へと踏み出しているのでしょうか。

本章では、日本の保険適用薬局における業態変化の潮流を整理した上で、生鮮食品・日配品の取り扱い

がどのように拡大しているのか、その実態と意味合いを明らかにしていきます。

出典：厚生労働省「衛生行政報告例」、中医協総会第550回資料



◆ 大手チェーンにみる機能拡張の方向性

なぜ今、薬局は“生活拠点化”しているのか
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このような変化を最も分かりやすく示しているのが、調剤機能を併設したドラッグストア型の薬局です。

経済産業省によると、2024年のドラッグストア全体の販売額は前年比6.9％増となり、その中でも

「食品」が最も大きく売上増加に寄与しています。

個別企業を見ても、同様の傾向が確認できます。

たとえばクスリのアオキホールディングスでは、2025年5月期の売上高5,014.7億円のうち、食品が

2,572.6億円と過半を占めています（構成比51.3％）。一方で調剤売上も518.9億円あり、さらに調

剤併設店舗の割合は66.1％に達しています。
出典：株式会社クスリのアオキホールディングス　HP「財務ハイライト」

また、ウエルシアホールディングスでも、2025年2月期の調剤売上高が2,825億円、売上に占める割

合が22.0％に対し、食品は2,995億円で23.3％と、調剤を上回っています。
出典：ウエルシアホールディングス株式会社「2025年2月期 決算説明会」

これらのデータから分かるのは、食品の取り扱い拡大が調剤機能の縮小を意味するものではないとい

う点です。むしろ、大手チェーンは調剤機能を維持・強化しながら、食品などの品ぞろえを拡充すること

で、来店頻度を高め、日常的に利用される「ワンストップ型」の店舗へと進化させているといえます。

【コラム】薬局の「スーパーマーケット化」

出典：経済産業省「2024年小売業販売を振り返る；４年連続の増加となった小売業販売」



◆ まとめ

なぜ今、薬局は“生活拠点化”しているのか
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本稿で見てきたように、保険適用薬局は調剤の場

から、地域の健康と日常生活を支える「生活拠点」

へと進化しています。

その背景には、調剤機能を維持しながら食品、とり

わけ生鮮や日配品を取り込むことで来店機会を広

げる戦略があります。

ただし、この動きは業界全体で一般化していると

はまだ言えません。

今後の広がりは、制度や地域ニーズへの適応、収

益性の確立に左右されるでしょう。

【コラム】薬局の「スーパーマーケット化」

◆ 生鮮導入はどこまで進んでいるのか

実際に生鮮食品の取り扱いが広がっている状況は、企業の公式発表からも確認できます。

たとえばキリン堂では、2019年から青果や精肉の導入を進めており、2024年4月時点で生鮮食品

を扱う店舗は100店を超えています。さらに、食品と医薬品を組み合わせた「Food＆Drug」型の店

舗も、2025年8月時点で14店まで拡大しています。
出典：株式会社キリン堂　HP

またウエルシア薬局では、2025年度に日配品や精肉、青果、惣菜、冷凍食品を強化した店舗を東日本

で9店舗展開すると発表しています。そのうち先行して出店した店舗では、調剤機能も併設されている

ことが公式情報から確認できます。
出典：ウエルシア薬局株式会社　プレスリリース

さらに、クスリのアオキホールディングスでは、グループ店舗1,036店のうち一部の小型店を除く全店

で青果・精肉・惣菜導入を完了しており、既存店の生鮮導入改装を推進しています。
出典：株式会社クスリのアオキホールディングス　第27回定時株主総会資料

ただし、こうした動きをもって、全国の保険適用薬局で生鮮食品の販売が一般化しているとまでは言え

ません。農林水産省が指摘する食品アクセスの問題や高齢化の進展を背景に、こうした取り組みはまず

大型店や郊外型店舗、地方の拠点店舗などで先行して進んでいると考えられます。
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数値で見る2025年開業動向の異変

2025年の薬局開業動向は、これまでのトレンドとは異なる明確な変化を示しています。

2025年下半期（7〜12月）の開業数は2,175件となり、上半期と比較しても高水準を維持してい

ます。特に9〜10月はそれぞれ476件・495件と突出しており、過去4年平均と比較しても約

1.6〜1.8倍の水準となりました。従来は春先にピークを迎える傾向があった中で、2025年は秋季

に開業が集中するという、過去5年でも特異な動きが確認されています。

開業の主戦場は引き続き都市圏に集中しており、東京都・大阪府・福岡県を中心としたエリアが市場

を牽引しています。一方で、兵庫県や静岡県などの中核エリアでも高い伸びが確認されており、都市

圏を起点とした開業の波が周辺地域へ広がりつつあります。これは単なる出店増加ではなく、開業

機会そのものが都市圏を軸に再編されていることを示しています。

——————————————————————————————————————
　　都市圏主導で進む開業市場の再編
——————————————————————————————————————

2025年は従来の春先ピークとは異なり、9〜10月に開業が集中するという大きな変化が見られ

ました。過去平均と比較しても明確な上振れとなっており、これは偶発的な動きではなく、医療モー

ル開発や制度改定といった複数の要因が重なった結果です。すなわち、開業タイミングは“いつでも

良い”ものではなく、外部環境によって大きく左右されるフェーズに入ったといえます。

——————————————————————————————————————
　　秋季集中が示す開業タイミングの変化
——————————————————————————————————————

2024年の調剤報酬改定により、薬局には在宅医療対応や地域連携、医療DXといった高度な機能

が求められるようになりました。これにより、従来の立地依存型の出店から、機能・体制を前提とし

た“戦略型開業”へとシフトしています。

——————————————————————————————————————
　　制度改革がもたらす開業モデルの転換
——————————————————————————————————————
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これからの薬局に求められるのは、医薬品を届ける機能だけではありません。

地域医療の中で人と人をつなぎ、安心して暮らせる環境を支える存在へと進化

していくことです。

本レポートが、変化する市場の中で新たな機会を見出し、

より良い地域医療の実現に向けた一歩を踏み出すための指針となれば幸いです。

薬局開業の選択そのものが問われる時代へ。

これらの変化を踏まえると、今後の薬局開業において重要なのは以下の3点です。

　● 立地選定だけでなく、開業タイミングを見極めること

　● 制度改定や市場環境を前提とした事業設計を行うこと

　● 都市圏およびその周辺エリアでの機会を捉えること

市場は今、量的拡大から質的競争へと移行しています。この環境下においては、従来の延長線上の

出店戦略では競争優位を確保することは難しくなっています。

本レポートで示したデータと傾向を踏まえ、

「どこに・いつ・どのような機能で出店するか」

を再定義することが、今後の成長を左右する重要な鍵となります。


